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　 イブ シ囗 ン 囗 ケ ッ トニ 段階開発の 最 初の ス テ ッ プで は，本質的な低 コ ス ト化 と即応性の 向上 を目指 す革新的機 体シ ス テム技術 の

開 発に 重ぎ を置い て い る ，推進系の 開 発 に お い て は，H−IIAや M −V の 開発で 培わ れ た 技 術を 最大 限活用 す る こ と に よ っ て ，期間，
コ ス ト，リス クを抑え，革新的機体 シ ス テ ム技術 の 早期 実証及び近 い将 来の 小 型衛 星打上 げの 要求 に応え る．第 1 段モ

ータに は基

幹 ロ ケ ッ トの SRB −A モ
ータを共用 し，第 2 段，第 3 段に は M −V−5号機の 第 3 段モ

ー
タ，キッ クモ

ータ をほ ぼその まま流用 し て

M ・V を しの ぐ輸送効 率を達 成す る．推進 系の新 しい開 発課 題は，多様 な ミ ッ シ ョ ン へ の対応能 力 を高め る PBS の 小型液体 推進

系，そ して 第 1 段推力 飛行中の 囗
一ル制御と同コ ー

ス テ ィ ン グ中の 3 軸制御を担うSMSJ 装置で ある，2013年度の 初飛行を 目指

す イ プ シ ロ ン の 推進 系開発 は，2011年度 内に詳細設計 を完了 して初号機製造 に進む見通 しであ る，

Key 　Words ：Propulsion　System，　Solid　Rocket　Motor，　Post　Boost　Stage，　SmaU 　Liquid　Propulsion

1．は じ め に

　JAXA は，革新 的な シ ス テ ム 技術 の 導入 に よ っ て 地上

設備 と運用形態の 簡素化 を 図 り，さらに 製造から射場組 立

ま で の 迅 速化 に よ っ て 即応性 の 向上 を 目指す イ プ シ ロ ン ロ

ケ ッ トの 開発 を進 め て い る．そ の 中 で は，本 質 的 な 低 コ ス

ト化 に つ なが る 先進的な機体 シ ス テ ム 技術の 開発 に重 きを

置 き，H −IIA及 び M −V の 開発 で 培 わ れ た 技術を最大限活

用 す る こ とに よ っ て従来技術 の 維持
・
継承 を 図 り，効率 よ

く発展 型 の 固 体 ロ ケ ッ トシ ス テ ム を構築する 方針 で あ

る
1〕．

　推進系 に つ い て は ，固体推進系技術 の 継承 と発 展 の 観点

か ら，従来技術 の 改良 と洗練 を図 る
一

方で ，次世代機体開

発 に つ なが る新 技 術 の 研究 も，JAXA ／メ
ーカー

体 と な っ

て 進め て い る と こ ろ で あ る．

　本稿で は ，開 発 に移行 した イ プ シ ロ ン ロ ケ ッ トの 主 推進

系／補助推進系 の 概要，及 び 基本設計 が 終 了 して 詳細設計

フ ェ
ーズ に 入 っ た 時点 に おける 開発 の 状況 に つ い て 述べ

る．

2。 イ プシ ロ ン ロ ケ ッ ト推進系 の概 要

　 イ プ シ ロ ン ロ ケ ッ トの 基本形態 は，全段固体 の 3段式 で

あ る．全備質量 91ton に 対 して 地球周回低 軌道 （LEO ）

へ の 投 入能力 1．2ton と い う性能は，規模 で M −V の 2／3，
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ペ イ ロ ード比 で わず か にそ れ を しの ぐ．第 1図 に イ プ シ ロ

ン ロ ケ ッ トの 機体構成 と推進系の 概要 を，ま た第 1 表にそ

れ らの 主要諸元をまとめ た．

　第 1段 に は，H一工IA ロ ケ ッ ト204型及 び H一工IB ロ ケ ッ ト

に用 い られ る 長秒時型 SRB−A モ
ータ を共用す る こ とに よ

っ て 低 コ ス ト化 を 図 る
2／’．当 該 モ ータ の 2段 推 力 パ ターン

は，燃焼時間が 長 くな る ため 重力損失 の 観点か ら は不利で

あ る が，燃焼中 の 加速度／動圧環境条件を緩や か に す る た

め，機体 の 荷重条件 を緩和す る メ リッ トがある．

　第 1段推力飛行中 の ヨ
ー

／ピッ チ 制御 は，大 型 電動 ア ク

チ ュ エ ータ に よ る 可 動ノ ズル 式推力方向制御 （MNTVC ）

に よ り行 わ れ る．ま た，同 ロ ール 制 御 及 び 1段 モ ータ燃 焼

第 1図　イプシ ロ ン ロ ケ ッ トの 構成 と推進系
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第 1表 　 イ プ シロ ン ロ ケ ッ ト推 進 系 の 構 成 と計 画 諸 元

項 　 目 計 画値

機体 シス テ ム全 備 質量 約 91tQn

軌 道投 入 能力 （地 球 周 回低 軌 道 LEO ） 1．2ton

第 1段
（3軸 制 御 ；MNTVC ／SMSJ ）

全 備質量

（含 フ ェ ア リ ン グ）

約 76ton

SRB．A
、

王 モ ータ

推進 薬量

（BP210 」）

66．Oton

全 燃焼時問 120s

平均比 推か 283．6s
SMSJx2

基

推進 薬量

（GGP−3B）
50kg

（1基 ）

制 御が 270N 以 上

運転時間 171s以 上

第 2 段

（3軸制御 ： MNTVC ／GJ）
全 備質量 約 12ton

M −34c
主モ ータ

推進薬量

（BP −205J）
10．7ton

平均推丿ブ 377kN

全燃焼時間 105s

平均比推 が 299．9s
GJ23N

ス ラ ス タ

× 6基

x2 モ ジ ュ
ール

推進薬量

（ヒ ドラ ジ ン）

18kg

総力積
ホ

約 34kN ・
s

SPM
ス ピ ン モ ータ

× 2 基

推進薬量

（BP250JA ）

1．6kg
（1 基）

平均推力
幸 0．85kN

燃焼時間 4、8s
第 3段

（ス ピ ン安定）

（ラ ム ラ イ ン制御 ：PBS 搭載 GJ）

全備質量 約 3ton

lKM −V2∂

主モ ータ

推進薬量

（BP −205J）
2，5ton

平均推が 813kN
全 燃焼 時間 91．ls

平均比推が 301．7s

TRM
タ ン ブ ル モ ータ

（基本形態）

推進薬量

（BP −250JA ）

0，04kg

総力積
宰

約 91N ・s

小型液体ス テ
ージ PBS

（3軸制御 ；RCS ）

（軌道調整 ：OMS ）

全備質量 約 0．3ton

ラ ム ラ イ ン GJ

50N ス ラス タ

× 1基

推進薬量

（ヒ ドラ ジ ン ）

lkg 以上

総 力積
掌

2kN ・s
OMS ／RCS

50N ス ラ ス タ

× 8基

推進薬量

（ヒ ドラ ジ ン ）

83kg 以 上

比 推力
ホ

　 パ ル ス 作 動

　 連続 作 動

180s以 上

215s 以 上

頂 空 中

終了後から 1／2 段分離まで の 3 軸制御 に は，第 1段モ
ータ

後部筒外壁 の 機軸対称位置 に 2 基 搭載 さ れ る新 型 の 固体

モ
ータ サ イ ド ジ ェ ッ ト （SMSJ ）装 置 が 用 い ら れ る

2〕．

SMSJ に は，　 M −v 型 ロ ケ ッ トの 固体 モ
ー

タ ロ
ー

ル 制御

（SMRC ）装置及び SMSJ 装置 に 採用 され て い た フ ラ ッ パ

式 の ホ ッ トガ ス バ ル ブ （HGV ） に よ る 対 向 2 方向噴射方

式 に 替 わ っ て，そ れ を発展 させ た 新開発 の ロ ー
タ リ

ー
式

HGV に よ る 直交 3方 向噴射方式 の 制御機構 を採用すべ く

開発 を 進 め て い る．そ れ に よ り M −V で は そ れ ぞ れ 4基装

備 さ れ て い た SMRC 装置及 び SMSJ 装置 を大型化 して 2

基 に 集約 し，シス テ ム 全体 の簡素化 と低 コ ス ト化を図る 方

針 で あ る．

　第 2 段，第 3段 の 上 段推進系 に つ い て は，「は や ぶ さ」

を 打 ち 上 げ た M −V −5 号機の 第 3 段 モ
ータ，キ ッ ク モ

ータ

の 基本設計をほ ぼ そ の ま ま踏襲する M −34cモ ータ，　 KM −

V2b モ
ー

タの 組合 せ を採 用 す る．　 M −V 開 発 で 培 わ れ た 基

幹技術 を最大限 に 活用す る こ と に よ り，開発 の 期間，コ ス

ト，リ ス ク を 抑 え て，近い 将来の 小型 衛星 打 上 げの 要求 に

応 え る．

　第 2段推力飛行 中の ヨ ー／ピ ッ チ 制御 は，M −V の 第 3段

と 同様に M −34cモ ータ の MNTVC に よ る．ま た，同 ロ ー

ル 制御と 2段 モ ータ 点火前及 び 燃焼終了 後 の 3 軸制御 に

は，モ ータ の ノ ズ ル 周 りに搭載 さ れ た ガ ス ジ ェ ッ ト装置

（GJ）が用 い られ る．第 3段 に つ い て は，ス ピ ン 姿勢安定

に よっ て 推力飛行す る こ と と し．3段式 の 基本形態 に お い

て は誘導制御 を 行 わ な い ．た だ し，高い 軌道投 入 精度 を 求

め る ミ ッ シ ョ ン に対 して は，第 3段 の 上 に オ プ シ ョ ン とし

て 追加 され る小型の 液体 ス テージ （ポ ス ト ・ブ
ー

ス ト ・ス

テ
ー

ジ PBS ） に よ っ て ，第 3段燃焼中の ラ ム ラ イ ン 制御

及 び 同段燃焼後衛星分離 まで の 姿勢制御 （RCS 機能〉 と

軌道調整 （OMS 機能） を 行 い，液体 ロ ケ ッ トシ ス テ ム 並

み の 投 入 精度 を 達 成 す る．

　 そ の ほ か，第 2段 の 機器搭載部 に装 備 され，第 3段 の ス

ピ ン ア ッ プ に用 い ら れ る ス ピ ン モ ータ （SPM ）
3）
，基本形

態 に お い て，衛星分離後 に 3段 ス テ ージを衛星軌道か ら離

脱 させ る た め の タ ン ブ ル モ ー
タ （TRM ） の 各小型 固体

モ
ータ が，M −V か ら ほ ぼ そ の ま まの 仕様で 継承 さ れ る．

3．上 段 固 体モ ータ

　第 2 段 M −34cモ
ータ，第 3段 KM −V2b モ

ータ の 概要 を

そ れ ぞれ第 2，3 図 に示 す．そ れ ら を 特徴 づ け る の は，高

密度
・
高比 推力の 固体 コ ン ポ ジ ッ ト推進es　BP −205J，そ れ

が 高 い 容積効率 で 充填成形 され た ヘ ッ ドエ ン ドウ ェ ブ 型 グ

レ イ ン ，投棄型後方着火方式 の 点火器 （イ グ ナ イ タ ），内

装式自己投棄型 ダ ブ ル ヘ リ カ ル ス プ リ ン グ に よ る 伸展機構

を有す る伸展 ノ ズ ル で あ る
3・4）．以 上 4 つ の 技 術 は M −V か

ら そ の ま ま 引 き継 が れ，M −V そ の もの を しの ぐ，イ プ シ

ロ ン の 高い ペ イ ロ ード比 の 実現 に 貢献 して い る．

　 開発 か ら 10 年以上 が 経過 して い る M −V の 上 段 モ
ー

タ に

は，す で に製造 されて い ない 素材や メ
ーカー

の 撤退 に伴 い

入手先 を変更せ ざる を得 ない 材料な ど が 用 い ら れ て い る．

ま た，材料技術 の 進歩に よ っ て，コ ス ト削減 を達成する改

修が 可 能 と な っ て い る こ とか ら．本 開発 で は，設計，材

料，製造工 程 に つ い て 8項 目に及 ぶ 改修 を行う．

　 上 段 モ
ータ唯

一
の 新規開発項 目で あ る モ

ータ ケー
ス につ

い て は，ケ
ー

ス 内面形状 を そ の ま ま に．材料更新に 伴う設

計 の 変更 を行う．すな わ ち．従 前の CFRP 素材 の 生産 が

完了 した こ と に伴 い ，よ り高強度 の 炭素繊維を用 い たプ リ

（273 ）
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第 2図 　M −34cモ ー
タの 概 要 （寸 法 ： mm ）

ゲ

　鬘

ド

第 3 図　KM −V2b モ ータの 概要 （寸法 ；mm ）

第 4 図　M −34SIM −3 モ ータ の 燃焼試験

プ レ グに 変更 して 積層数を減 らす と ともに，成形工 程 を従

前の オートク レ
ーブ キュ ア （加圧 硬化） か らオ

ー
ブ ン キ ュ

ァ （非加圧 硬化）へ と簡素化す る こ と に よ っ て ，製造 コ ス

トの 低減 を 図 る．

　変 更 項 目の うち，燃 焼 ガ ス の 流 れ に直接 さ ら され る耐熱

材，断熱材 の 部分 につ い て は，該当 コ ン ポーネ ン トの 機能

が 従来 レベ ル で あ る こ と を実機 と 同等 以 上 の 加熱率／圧 力

環境 で 確認す る必要がある と判断した．そこ で．そ れ らの

評価に 必 要 な 燃焼環境 を作 り出せ る M −34cモ
ータ 1／4 ス

ケール の サ ブ サ イ ズ モ
ータ に よ る 地 上 燃焼試験 を，2011

年 9月 30 日 に JAXA の 能代 ロ ケ ッ ト実験場 に お い て 実施

して い る （第 4図），そ の 成果も踏ま えて，2011年度内に

詳細設計を完了させ初号機製造 に着手す る．

4．第 2 段／PBS 搭載小型液体推進系

第 2 表に イ プ シ ロ ン ロ ケ ッ トの 第 2 段 お よ び PBS に 搭

第 2表 　第 2段 ／PBS 搭 載 液体 推 進 系の 主要 計画 諸元

第 2段 搭載

GJ 装 置

PBS 搭載 推 進系

（オ プ シ ョ ン形 態）

機能系統 RCS ラム ラ イ ン 制御　　 OMS ／RCS

推進 薬 ヒ ドラ ジ ン （
一液式）

推 進 薬

供 給 方式

　 　GN2加 圧

（ブ ロ
ー

ダ ウ ン 式）

GN2加 圧

（調 圧 式）

推 進 薬 量 17，7kg lkg 以 上 83kg 以 上

ス ラ ス タ基数
23N × 6基

×2モ ジ ュ
ー

ル
50N × 1基 50Nx8 基

Wet 質量 70kg 以 下 13．6kg 以下 164．8kg 以 下

運用期 間

1／2段分離
　　〜
2／3 段分離

3段燃焼 中

3段 燃 焼 後

〜衛星 分離

／軌道離脱

＃58

＃5A

　 　 　 　 　 ＋ Z

　　　　　機体一・撹 　　　　　 ffElllilkl］
第 5図 　第 2段 搭 載 GJ の 配置 図 とモ ジ ュ

ール の 外 観

載 される 液体推進系 の 主要な計画諸元をまとめ る．

　第 2段 に 搭載 され る姿勢制御用 GJ 装置 は，　 M −34cモ
ー

タ の ノ ズル周 りに艤装 され る．1／2段分離 か ら 2段 モ
ータ

点火まで の 3 軸制御，同 モ ータ燃 焼中の ロ ール 制御，同

モ
ー

タ燃焼終了後から 2／3段分離 まで に実施す る姿勢変更

に使用 され る．当該 GJ は，　 M −V の 第 3段 に 装備されて い

た サ イ ドジ ェ ッ ト （SJ）装 置 と ほ ぼ 同 じ役割 を 担 い ，周

辺 コ ン ポ ーネ ン ト も M −V か ら の 継承品 で あ る が，作業

性 ・運 用 性を向上 させ る 設 計 に改良 さ れ て い る
5）．M −V で

は モ ータ ケース 後端部 に 円 環 状 の SJ シ ス テ ム 構体 を 結 合

す る 形態で あっ た の を，2 つ の 互換性あ る モ ジ ュ
ール を機

軸対称位置 に 置 く形態 とす る ．

　第 5 図に 2 つ の ス ラ ス タ ・モ ジ ュ
ール の 配置 を示す．モ

ジ ュ
ール あ た り 6基 装 備 さ れ る 23N ス ラ ス タ は，2基

一

組 と して 直交 3方向 に噴射する 形で 配 置 さ れ て い る．同 モ

ジ ュ
ー

ル は，搭載位置及び機体間で 互 換性を持たせ られ る

よ う仕様が共通化されて お り，機械的 フ ァ ス ナ 及び電気的

コ ネ ク タ の 着脱 に よ り，容易 に 組付 け／取外 しが で きる．

また 本 シ ス テ ム で は，製造 メ
ーカの 工 場 で 推進薬及びその

加圧 ガ ス の 充填 を行うこ と に よっ て ，射場作業 を減 ら し運

用 コ ス トの 低減を図 る方針で あ る．

　詳細設計 フ ェ
ーズ の 現 在 は，新規 に 開発 す る 搭 載構 造 や

推進薬 タ ン ク の 開発試験な どを実施 して い る ．年度内に 設
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第 9 図　SMSJ の 概要

計 を固め て フ ラ イ ト品 の 製造 に着手 し，2013年 1 月 まで

に初号機用 FM を完成 させ る 計画 で あ る
5）．

　
一

方 PBS に は，第 3段燃焼終 了 後 の 軌道調整，3軸制

御，衛星分離後 の 軌道離脱 の ため の OMS ／RCS 兼用 の 小

型液体推進系，及 び 第 3段推力飛行中の ラ ム ラ イ ン 制御 の

た め の ガ ス ジ ェ ッ ト装置
一

式 が，そ れ ぞ れ 独立 に 搭載 され

て い る ．そ れ らの 開発 は次 の 4 つ の 方針の 下 で 行わ れ て い

る．

　 ・小 型 衛 星 ミ ッ シ ョ ン へ の 柔 軟 な対 応 を実現 す る こ と

　 ・基幹 ロ ケ ッ ト技術基盤 の 共有化 ・強化を図 り信頼性 を

　　向上 させ る こ と

　
・
地 上 設備を含 め た運用 の 効率化 を 追及 しつ つ 高度 な技

　　術 との バ ラ ン ス を と っ て コ ス ト低減を図 る こ と

　 ・
次世代標準技術を取 り入 れ て 打上 げ シス テ ム の 革新的

　　向上 を図 る こ と

　第 6 図 に OMS ／RCS 小型液体推進系 の 系統図 を，第 7

図 に そ の 艤装概要図を示す．50N ス ラ ス タ 8 基 と推進薬

タ ン ク 3 基 は，H −IIA ロ ケ ッ トの RCS に採用 さ れ て い る

もの を 共用す る．各ス ラ ス タ は．2基
一

組 で 機軸方向 とそ

れ に垂直な面 内方向の 2方向に 制御力を発生す る よ う配置

され る が，そ の 噴流 と PBS 機器搭載構造 との 干渉 を考慮

して キ ャ ン ト角 が付け られ る 計画 で あ る．供給系 に は 調圧

式 の ガ ス 加圧供給方式を採用 して，推力 の 変動幅を小 さく

す る要求 に 応える．本小型液体推進系 の 運用 にお い て は，

推 進 薬 の み を製造 メ
ーカ の 工 場 で 充填す る こ と に よ っ て ，

射場作業の 簡素化を図 る．

　 ラ ム ラ イ ン 制 御 用 ガ ス ジ ェ ッ ト装 置 に は，H −IIA の

RCS 用 ス ラ ス タ が 1基，1司推進薬 タ ン ク の 技術 をベ ース

に 新規開発 さ れ た 推進薬 タ ン ク が 1 基用 い られ て い る
5〕，

軽量 化
・
簡素化 の 観 点 か ら，ブ ロ ーダ ウ ン 式 の ガ ス 加 圧 供

給方式 を採用 した 装 置
一
式は，OMS ／RCS と 同 じ PBS の

3段機器搭載構造 コ ーン 部 （第 7 図）に装備 され る．本装

置 につ い て も，第 2段搭載 の GJ と同様 に，推進薬 とその

加圧 ガ ス を製造 メ
ーカ 工 場 で 充填す る こ とに よ っ て ，射場

作業 を簡素化す る方針 で ある．

　PBS 搭 載小 型 液体 推進系に お け る 新 規 開発 項 目 は，

OMS ／RCS の 気蓄器，ラ ム ラ イ ン 制御装置の 推進薬 タ ン

ク，推 進系 の 搭載構造 で あ る．そ れ らの 開発試験 を 2012

年度第
一

四 半期 まで に完了させ，さらに 2013 年 1 月末ま
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で に フ ラ イ ト品 を完成 させ て ，機体 シ ス テ ム 試験 に 供す る

計画 で あ る
5〕．

5．固体補助推進系

　M −V の 技術を継承する 3種類 の 固体補助推進系 の うち，

SPM と TRM は M −V 開発品 を ほ ぼ そ の ま ま用 い る．た だ

し，打上 げ準備作業期間中の 安全性を高め る た め に，そ れ

ぞ れ の 点火系に 遠隔操作型 の 安全機構 （R −SAD ）を追加

装 備 す る計 画 で あ る．概 要 を 第 8図 に 示 す．

　第 2 段 機器搭載 部 の 機軸 対称位置 に 2 基装備 さ れ る

SPM は，2／3 段 分離直前 に 燃焼 し て 分離前 の 第 3段 ス

テ
ージ に 約 0．5〜O．7Hz の ス ピ ン を加 え る，ま た TRM は，

基 本形態の 第 3段機器搭載部 に 1基 搭載さ れ，衛星分離後

の 3段 ス テージ の 追突及 び 3段 モ ータ残留排出ガ ス に よ る

衛星 の 汚染を回 避す る軌道離脱マ ヌ
ーバ の ため に 用 い られ

る．詳細 設計 フ ェ
ーズ で は，2011 年度 末 に R−SAD と

TRM を組み合 わ せ た 形態 で の 環境試験及 び 高空 性能試験

（認定試験）を 完了 し て お り，2012年度初 頭 に SPM の 認

定試験 を実施す る．フ ラ イ トモ デ ル の 製造 は，2012年度

前半 か ら開始す る 計画 で あ る．第 9 図 に 示す SMSJ は，

TRM をほ ぼ そ の ままの 仕様 で 点火器 と して 用 い て お り，

ガ ス ジ ェ ネ レ
ー

タ （GG ），　 HGV ，バ ル ブ ドラ イ バ は じめ，

ほ か の すべ て の コ ン ポーネ ン トが 新 た に 開発 され る．

　イ プ シ ロ ン 用 SMSJ の 特 徴 は，大 径 端 面 燃 焼 型 の 推 進

薬 グ レ イ ン に よ り長 秒 時 燃焼 を 実 現 す る GG，及 び 直交 3

方向噴射型 の ロ
ー

タ リ
ー

式 HGV で あ る ．こ れ らの 新技術

に よ っ て ，イ プ シ ロ ン の シ ス テ ム に 適 合す る 約 3 分 の 運 転

時間 を確保 しつ つ 推力の 増強 を達成 し，SMSJ 　2基 に よ る

3 軸制御 を実 現 する．GG 用 推進 薬 に つ い て は，　 M −V 用

SMSJ の 推進薬 GGP −3A をベ ー
ス に燃焼速度を約 1／3 に抑

えた GGP −3B の 開発 が完了 して お り．フ ル サイズ GG の 長

秒時燃焼試験 を は じ め とす る要素試験 に よ っ て ，大径端面

燃焼 型 グ レ イ ン で の 燃焼安定性 が確認 さ れ て い る．M −V

運用時 は，
一

定 で あ るべ き燃焼圧力 が 燃焼 の 中期 に 高 くな

る 中高現象 に 悩 まされたが，イプ シ ロ ン 用 SMSJ で は．

推進薬 の 充填方式 を従前 の 後込 め 方式 （ブ ロ ッ ク ボ ン デ ィ

ン グ 方式）か ら他 の 推進 系 と 同 じ く信頼性 の 高い ケ
ー

ス 直

填方式 に改 め て 燃焼 を安定化 させ る 対策が とられ て い る．
一

方 HGV に つ い て は，2011 年度 内の 設計確定 に 向け て ，

開発 の ポ イ ン トと なる 駆動系 の 軸受 ・軸封 シ
ー

ル 部 の 設計

に 取 り組 ん で い る と こ ろ で あ る．年度末 に 実施 され る要素

試 験 の 結 果 を受 け て 設 計 を 確定 し，2012年度 か ら フ ラ イ

ト品 の 製作を 開始す る計画で あ る．

6．結 び

　JAXA は，平成 25 年度夏期 に初号機 に よ る 小型科学衛

星 1号機 SPRINT −A の 打 上 げ を 目指 し て，鋭意 イ プ シ ロ

ン ロ ケ ッ トの 開発 を 進 め て い る．そ の 推進系に つ い て も，

M −V お よ び H −HA の 開発 で培 わ れ た技術 を最大限 に活 用

し なが ら，平成 23年度中 に 詳細設計を終えて 初号機 の 製

造を開始す る 計画 で ある ．さらに並行 して 次世代機体 の 開

発 に 向け た先進技術研究 に も取 り組 ん で お り
s｝，従前 の 固

体推進系技術 を継承す るだけで な く，さらに大 きく発展 さ

せ る 方針 で 開発を進 め て ゆ く所存 で あ る．
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